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みちのくベントス第５号の発行にあたって 
 

みちのくベントス研究所 
鈴木孝男 

 

 みちのくベントス研究所は 2016 年 4 月に開設しましたので、5年が経過しました。この間、

各年度の取りまとめを兼ねて、年度最後の３月に報告書「みちのくベントス」を発行してきま

した。第５号は 2021 年 4 月の発行となりましたが、この度みなさまにお届けできる運びになり

ました。原稿をお寄せくださった協力研究員はじめ、みなさまのお力添えと感謝しております。 

 2021年 3月で東日本大震災から10年を経過しました。一応の区切りの年となるわけですが、

被災した沿岸域では多くの場所で復旧事業はまだ完成しておらず、ましてや住民の安全安心で

賑わいのある暮らしには到底至っていません。また、福島第一原子力発電所での原発事故では、

メルトダウンした核燃料の取り出しには手をつけられないまま、放射性廃棄物がどんどん貯ま

っていくばかりです。対策に対策を重ねて、手のつけられないゴミを増やしているような感じ

です。一刻も早く、原子力発電所からは手を切るべきです。 

 ところで、宮城県では被災地における防潮堤や河川堤防の復旧工事に関して、自然環境（動

植物等）への配慮事項について助言・指導を受けるために、土木部河川課を事務局とした「環

境アドバイザー制度」を 2013 年に発足させました。この制度のもとで自然環境の調査を行い、

その結果をもとに多くの環境アドバイザー（のべ 17 名）からアドバイスを受け、それに対応し

てきました。これまで具体的に環境配慮を行った結果については「東日本大震災宮城県河川海

岸復旧・復興環境配慮記録誌」としてまとめられ、2021 年 3 月に宮城県がホームページ上で公

開しました。しかしこの制度も、復興期間の終了に伴い今年度（2020 年度）で終了となります。 

 また、宮城県自然保護課では、2016 年 3 月に「宮城県の絶滅のおそれのある野生動植物—レ

ッドデータブック 2016-」を発行しましたが、それから 5 年を経過したことを踏まえ、これま

で「宮城県野生動植物調査会」で調査を継続してきた結果をもとに、レッドリストの見直しを

行いました。その結果は「宮城県レッドリスト 2021」として 2021 年 3 月に公表されました。

この改訂では、震災後の調査結果の蓄積を基に、かなり多くの種が新規に加えられ、あるいは

削除され、または絶滅危惧のカテゴリーが変更されました。宮城県野生動植物調査会のメンバ

ーは、2016 年のレッドデータブックの発行から 10 年目となる 2026 年には改訂版のレッドデー

タブックを作成する方向で取り組んでいるところです。 

 みちのくベントス研究所の協力研究員は、調査会の中の「海岸動物分科会」の一員として、 

沿岸域の干潟やヨシ原、アマモ場などでベントスの生息状況の調査を続けてきました。その努

力の一部が「みちのくベントス」のこれまでの報告に掲載されています。しかし、2020 年は新

型コロナウィルス感染防止対策のため、これまで通りの調査ができませんでした。2021 年は、

2020 年に調査ができなかったところを中心に、コロナ対策を施しながら、現場に出かけようと

計画しています。すでに現場に出かけられている皆様からは、ぜひ現地の情報を伝えていただ

ければと思います。そして第６号に向けて進めていければと願っています。 
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津波後の南三陸・仙台湾沿岸域における干潟ベントス・レッドリスト種の動向 

 

 

 

ベントス群集のモニタリング調査 
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図１．震災後にモニタリングを継続している干潟 

 

           

図２．宮城県環境アドバイザー制度に関する調査地点 
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沿岸域の自然環境を保全できるようにするには、どのようにすることが有効なのか 

 

レッドリスト種の動向 

 



－ 4－ － 5－

	   
図３．南三陸沿岸域における調査地点数とレッドリスト種の出現種数ならびに積算種数 

図４．仙台湾沿岸域における調査地点数とレッドリスト種の出現種数ならびに積算種数 
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北上川河口で確認された絶滅危惧種ベンケイガニ 

 

English t i t le：  Yuhara T, Uchino T, Suzuki T (2021) Confirming of the endangered 

sesarmid crab Orisarma intermedius  at  the mouth of Kitakami River.	 	  

       

柚 原  剛 1・内 野  敬 2・鈴 木 孝 男 3 

1：東 北 大 学 大 学 院 生 命 科 学 研 究 科 、2：宮 城 県 仙 台 二 華 高 等 学 校 、3：みちのくベントス研 究 所  

 

ベンケイガニOrisarma intermedius (De Haan1835)は、河 口 域 近 くのヨシ原 、土 手 、林 、

草 原 などに生 息 する十 脚 目 ベンケイガニ科 のカニである。上 記 のような生 息 場 は、護 岸 壁 の

建 設 および改 修 、また河 川 改 修 や埋 め立 てに伴 い減 少 していることから、本 種 は環 境 省 海

洋 生 物 レッドリスト（環 境 省 2017）で「準 絶 滅 危 惧 種 」、日 本 ベントス学 会 （2012）で「絶 滅 危

惧 II類 」に指 定 されている。本 種 の分 布 域 は日 本 国 内 では、房 総 半 島 （太 平 洋 側 ）・男 鹿 半

島 （日 本 海 側 ）から南 西 諸 島 とされている（日 本 ベントス学 会 2012）。今 回 、宮 城 県 石 巻 市

の北 上 川 河 口 の河 川 敷 でベンケイガニの生 息 を確 認 したので、ここに報 告 する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．北 上 川 河 口 の位 置 と確 認 地 点 （★）． 

 

2020年 8月 15日 に宮 城 県 石 巻 市 の北 上 川 河 口 に近 い河 川 敷 で（図 1、 2）、著 者 の一

人 である内 野 がオス成 熟 個 体 を1個 体 、幼 体 1個 体 を確 認 した。オス成 熟 個 体 は左 岸 ヨシ

原 の縁 （図 1A、図 2A、図 3A・B）で、幼 体 は河 口 部 の右 岸 で確 認 された（図 1B、図 2B、図

3C）。その後 、著 者 の一 人 である鈴 木 は2020年 9月 18日 と10月 1日 に同 地 点 で調 査 を行 い、

9月 18日 には見 出 せなかったが、10月 1日 には左 岸 の同 地 点 で別 のオス成 熟 個 体 を確 認 し

た（図 1A、図 3D）。10月 1日 に採 集 したオス成 熟 個 体 については、捕 獲 後 に持 ち帰 り、著 者

の一 人 である柚 原 が冷 蔵 で仮 死 状 態 にした上 で、99％エタノール液 浸 標 本 として保 存 した。

この標 本 を形 態 より検 討 すると、甲 はほとんど真 四 角 で、額 の下 縁 は中 央 で深 くくぼむ。 
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眼 窩 外 歯 後 方 に明 瞭 な1歯 がある。前 側 縁 歯 の後 方 はややくびれる。これらの特 徴 につい

て酒 井 （1976）、豊 田 （2019）におけるベンケイガニの記 載 内 容 および図 版 と比 較 したところ、

概 ね一 致 した（図 3D）。なお幼 体 に関 しても、額 の下 縁 が中 央 で深 くくぼみ、眼 窩 外 歯 の後

方 に明 瞭 な1歯 があることでベンケイガニと判 断 した（図 3C）． 

北 上 川 河 口 域 においては、2012年 、2014年 、2015年 に環 境 省 による調 査 が行 われてい

るが、その時 には確 認 できていない（環 境 省 生 物 多 様 性 センター、しおかぜ自 然 環 境 ログ

http://www.shiokaze.biodic.go.jp参 照 ）。宮 城 県 のレッドデータブック（宮 城 県 2016）にも、

記 載 はなく、今 回 の記 録 は宮 城 県 での初 記 録 である。 

ベンケイガニの太 平 洋 沿 岸 の確 実 な生 息 分 布 北 限 記 録 は、近 年 では千 葉 県 の利 根 川

図 3．北 上 川 河 口 で確 認 されたベンケイガニ． A. 2020 年 8 月 15 日 に確 認 した成 熟 オス個 体 ．  

    B .A と同 一 個 体 を正 面 から撮 影 ．C．2020 年 8 月 15 日 に河 口 右 岸 （B 地 点 ）で確 認 した 

    幼 体 ．D．2020 年 10 月 1 日 に確 認 した成 熟 オス個 体 . 

図 2．北 上 川 河 口 の調 査 地 の景 観 写 真 ．A 地 点 ：左 岸 ヨシ原 、B 地 点 ：右 岸 河 口 下 流 部 ． 
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河 口 右 岸 とされる（朝 倉 ・森 上 2007）。 利 根 川 河 口 から北 上 川 河 口 までは直 線 距 離 で約

320㎞であり、太 平 洋 沿 岸 の生 息 分 布 北 限 を大 幅 に更 新 した。ベンケイガニ科 のカクベンケ

イガニParasesarma pictum  でも、近 年 太 平 洋 沿 岸 の生 息 分 布 北 限 が大 幅 に更 新 されてい

る。従 来 はベンケイガニと同 じく房 総 半 島 が分 布 北 限 であったが、福 島 県 の鮫 川 では2014

年 以 来 安 定 して個 体 が確 認 され（金 谷 ら2019）、宮 城 県 気 仙 沼 市 の津 谷 川 河 口 でも2015

年 に確 認 されている（鈴 木 2019）。 

10月 1日 の調 査 時 には、宮 城 県 仙 台 二 華 中 学 校 2年 生 の北 上 川 フィールドワークが行 わ

れており、生 徒 ら104名 の協 力 を得 てA地 点 の周 辺 でカニ類 の採 集 を行 った。採 集 したカニ

類 はおよそ500個 体 ほどであったが、そのほとんどがアカテガニとクロベンケイガニでアシハラ

ガニが2個 体 含 まれていたものの、ベンケイガニは見 出 されなかった。このことから、ベンケイ

ガニの個 体 数 はわずかであると考 えられる。このように、ベンケイガニは現 在 のところ、北 上 川

河 口 で安 定 的 に個 体 群 を維 持 している可 能 性 は低 い。しかし成 熟 個 体 が確 認 されたことは、

少 なくとも1年 以 上 は越 冬 していることを意 味 している。また幼 体 が確 認 されていることからも、

ゾエア幼 生 として北 上 川 河 口 に新 規 加 入 している可 能 性 が高 い。ベンケイガニが北 上 川 河

口 で個 体 群 を維 持 しているかを議 論 する上 で、今 後 も継 続 的 に北 上 川 河 口 での探 索 を行

い、生 息 の確 認 、幼 体 の存 在 、および抱 卵 雌 の有 無 などのモニタリングを行 う必 要 があろう。 
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井土藤塚の旧船溜まり干潟の底生動物 

（藤塚自転車橋の下の干潟） 

 

はじめに 

調査手法 

結果と考察 
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                 図 1．井土藤塚の旧船溜まり干潟での調査地点． 
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表１．調査地点の位置と環境． 

 表２．井土藤塚の旧船溜まり干潟に出現した底生動物． 

参考文献 
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青森県・秋田県・山形県における半陸生ガニ 3 種の分布状況 

 

English t i t le：  Yuhara T, Suzuki T (2021) Distribution patterns of the three 

semi-terrestrial  crab species in Aomori,  Akita and Yamagata Prefectures	  

       

柚 原  剛 1・鈴 木 孝 男 2 

1：東 北 大 学 大 学 院 生 命 科 学 研 究 科 、 2：みちのくベントス研 究 所  

 

半 陸 生 ガニ3種 （図 1）、アカテガニChiromantes haematocheir、クロベンケイガニ

Orisarma dehaani、アシハラガニHelice tridens は東 北 地 方 が分 布 北 限 域 とされる。そのう

ちアカテガニは東 北 地 方 で、アシハラガニは青 森 県 陸 奥 湾 で「絶 滅 のおそれのある地 域 個

体 群 」とされており、個 体 群 の存 続 が危 惧 されている（日 本 ベントス学 会 2012）。これらカニ

類 の正 確 な分 布 状 況 を把 握 することは、その生 態 特 性 や有 効 な保 全 対 策 を考 える上 で重

要 である。しかし、東 北 地 方 の、特 に日 本 海 側 における半 陸 生 ガニの分 布 に関 する既 往 文

献 は限 られており（鈴 木 1979、渡 辺 1988、本 尾 2003）、21世 紀 以 降 の分 布 状 況 に関 しては

2002～2003年 に行 われた調 査 （環 境 省 2007）を除 いて、情 報 が限 定 的 である。このことから、

東 北 地 方 の青 森 県 、秋 田 県 、山 形 県 にかけての沿 岸 域 における半 陸 生 ガニ3種 の分 布 状

況 の把 握 を目 的 とした調 査 を実 施 し、その分 布 の概 要 を明 らかにした。 

図 1．半 陸 生 ガニ3種 ．A：アカテガニ、B：クロベンケイガニ、C：アシハラガニ． 

 

調 査 は、2019年 8月 20～22日 にかけて青 森 県 十 三 湖 から山 形 県 最 上 川 までの日 本 海

側 の6カ所 、2019年 10月 2～3日 にかけて青 森 県 の陸 奥 湾 から太 平 洋 側 八 戸 市 までの6カ

所 で調 査 を行 った（図 2、表 1）。調 査 地 については、過 去 の既 往 文 献 および著 者 の一 人 で

ある鈴 木 の過 去 の観 察 情 報 から選 定 した。1カ所 につき2人 で30分 前 後 を目 安 として、半 陸

生 カニ類 3種 の生 息 の可 能 性 が高 いと考 えられる潮 間 帯 上 部 から潮 上 帯 のヨシ原 や植 生

帯 を中 心 に採 集 を行 った。採 集 された個 体 のうち、1調 査 地 点 につき10個 体 程 度 を著 者 の

一 人 である柚 原 が遺 伝 子 解 析 用 試 料 として保 管 している。残 りの個 体 は生 息 地 に放 流 し

た。 

アカテガニ（図 2A、表 1）：青 森 県 では、太 平 洋 側 の高 瀬 川 、尾 駮 沼 、野 牛 川 、日 本

海 側 の十 三 湖 前 潟 で確 認 された。このうち高 瀬 川 、尾 駮 沼 および十 三 湖 では 2002～2003

年 の調 査 （環 境 省 2007）で生 息 が確 認 されていた。下 北 半 島 北 端 に位 置 する野 牛 川 では 
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生 息 が確 認 されていたが（鈴 木  私 信 ）、本 調 査 により生 息 が改 めて確 認 された。なお八 戸

市 の馬 淵 川 では確 認 できなかった。秋 田 県 では岩 舘 、象 潟 、男 鹿 半 島 周 辺 、雄 物 川 河 口

で生 息 記 録 があったが（渡 辺 1988）、本 調 査 では、潟 上 市 の八 郎 水 路 のみで確 認 された。

山 形 県 では飛 島 、酒 田 市 日 向 川 河 口 、鶴 岡 市 付 近 の河 口 で生 息 記 録 があったが（鈴 木

1979）、今 回 遊 佐 町 吹 浦 川 、酒 田 市 最 上 川 で生 息 が確 認 された。 

クロベンケイガニ（図2B、表1）：青 森 県 では、十 三 湖 相 内 のみで確 認 された。2002

～2003年 の調 査 では十 三 湖 前 潟 や高 瀬 川 でも確 認 されていたが（環 境 省 2007）、今 回 の

調 査 では確 認 できなかった。また八 戸 市 馬 淵 川 では確 認 できなかった。秋 田 県 では、岩 舘 、

八 郎 潟 河 口 、雄 物 川 河 口 での生 息 記 録 があったが（渡 辺 1988）、今 回 の調 査 でも八 郎 水

路 および雄 物 川 河 口 で確 認 された。山 形 県 では飛 島 、酒 田 市 日 向 川 河 口 および鶴 岡 市

付 近 の河 口 での確 認 記 録 があった（鈴 木 1979）。今 回 の調 査 でアカテガニと同 様 に遊 佐 町

吹 浦 川 、酒 田 市 最 上 川 で生 息 が確 認 された。 

アシハラガニ（図2C、表1）：青 森 県 では、陸 奥 湾 内 の二 次 湾 である大 湊 湾 の芦 崎 干

潟 での生 息 が継 続 的 に確 認 されていた（鈴 木 2008、2011、2017）。今 回 、大 湊 湾 内 芦 崎 干

潟 の対 岸 にあたる下 北 （田 名 部 川 河 口 ）で調 査 したが、そこではアシハラガニは確 認 できな

図 2．調 査 地 と出 現 地 点 ．A：アカテガニ、B：クロベンケイガニ、C：アシハラガニ．白 丸  
は調 査 地 点 を表 し、赤 丸 、青 丸 、緑 丸 はそれぞれの半 陸 生 ガニの出 現 地 点 を表 す． 

表 1．調 査 地 点 と出 現 状 況 のまとめ（2019年 ）． 

調査地点 住所 アカテ クロベン アシハラ 調査日 緯度 経度

十三湖	前潟 青森県五所川原市 ○ × × 8月20日 41.0363 140.3278
十三湖 相内 青森県五所川原市 × ○ × 8月20日 41.0317 140.4085
八郎水路 秋田県潟上市 ○ ○ × 8月21日 39.8883 139.9702
雄物川 秋田県秋田市 × ○ × 8月21日 39.6902 140.0663
吹浦川 山形県遊佐町 ○ ○ × 8月22日 39.0708 139.8735
最上川 山形県酒田市 ○ ○ × 8月22日 38.9109 139.8272
野牛川 青森県東通村 ○ × × 10月2日 41.3611 141.3591
下北 青森県むつ市 × × × 10月2日 41.2781 141.1889
尾駮沼 青森県六ケ所村 ○ × × 10月2日 40.9607 141.3735
鷹架沼 青森県六ケ所村 × × ○ 10月2日 40.9318 141.3726
高瀬川 青森県六ケ所村 ○ × × 10月2日 40.8789 141.3730
馬淵川 青森県八戸市 × × × 10月3日 40.5405 141.5041

かった。日 本 海 側 での十 三 湖 では生 息 が確 認 できなかった。太 平 洋 側 では、今 回 の調 査 で

鷹 架 沼 においてアシハラガニの生 息 が確 認 された。2002～2003年 の尾 駮 沼 、鷹 架 沼 、高

瀬 川 の調 査 （環 境 省 2007）では生 息 が確 認 されておらず、青 森 県 太 平 洋 側 ではアシハラガ

ニの初 めての生 息 確 認 である。秋 田 県 では、岩 舘 、雄 物 川 河 口 、八 郎 潟 河 口 での生 息 記

録 があるが（渡 辺 1988）、本 調 査 では生 息 が確 認 できなかった。山 形 県 では、そもそもアシハ

ラガニの生 息 は報 告 されておらず（鈴 木 1979、本 尾 2003）、本 調 査 でもアシハラガニの生 息

は確 認 できなかった。 

以 下 に半 陸 生 ガニ3種 の分 布 北 限 域 にあたる青 森 県 、秋 田 県 、山 形 県 の分 布 状 況 をま

とめる。アカテガニは既 往 文 献 の分 布 状 況 と概 ね一 致 していた。加 えて、下 北 半 島 北 端 の

野 牛 川 でも生 息 が確 認 されるなど、比 較 的 広 範 囲 に分 布 していた。クロベンケイガニは秋 田

県 、山 形 県 では既 往 文 献 の分 布 状 況 と一 致 していたが、青 森 県 では十 三 湖 相 内 のみで、

太 平 洋 側 では生 息 が確 認 できなかった。アシハラガニは本 調 査 で青 森 県 の太 平 洋 側 鷹 架

沼 で初 めて確 認 された。太 平 洋 側 の分 布 北 限 は、これまで岩 手 県 宮 古 湾 の津 軽 石 川 河 口

であったので（阿 部 ら2020）、鷹 架 沼 における生 息 は貴 重 であると言 える。 
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福島県松川浦における 2015 年～2016 年のアサリ浮遊幼生の発生状況 

Ruditapes 

philippinarum

はじめに 
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材 料 と方 法  

アサリ浮 遊 幼 生 調 査  
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図 1．松 川 浦 の位 置 （A）と松 川 浦 におけるアサリ幼 生 調 査 地 点 （B）． 

結 果 と考 察  
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図 2．2015 年 （A）と 2016 年 （B）における松 川 浦 （棚 脇 ）の二 枚 貝 幼 生 （アサリを除 く）の密

度 （上 ）とアサリ幼 生 の密 度 （下 ）、水 温 、塩 分 の推 移 ．アサリ幼 生 の密 度 は発 達 段

階 ごとに示 す． 
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2016）、幼 生 は南 部 海 域 まで輸 送 されること

は少 なく、北 部 海 域 が幼 生 のソースとシンク

の 両 方 の 役 割 を 果 たし て い る と 言 え るだ ろ

う。 

松 川 浦 は、最 北 部 に位 置 する幅 約 100 m、

長 さ約 500 m の狭 い水 路 のみで外 海 と接 続

しており、以 前 は湾 口 通 水 断 面 積 が 200 m2

と小 さいために外 海 水 と内 湾 水 との海 水 交

換 が不 活 発 であると言 われていた（山 本 ・川

俣  1995）。そのため、 1971 年 から 1981 年

にかけて海 水 交 換 促 進 のために堀 削 水 路

が作 られており、その前 後 で 1 潮 汐 の平 均

海 水 交 換 率 は 0.14 から 0.41 まで増 加 したと

推 定 されている（山 本 ・ 川 俣  1995）。松 川

浦 の最 大 潮 汐 振 幅 は平 均 水 深 に近 いため、

大 潮 時 には 1 回 の潮 汐 周 期 のうちに海 水 量

の 約 半 分 が 交 換 さ れ る と も 言 わ れ て い る

（Kohata et al. 2003）。さらに、松 川 浦 には

河 川 や地 下 水 から 11,839.1 万 m3/yr の年

間 流 出 量 が推 定 される淡 水 流 入 があり（加

茂 ほか 2014）、エスチャリー循 環 を駆 動 して

いると考 えられる。アサリ幼 生 の浮 遊 期 間 が

2～4 週 間 であることから考 えると（Helm et al. 2004、Robinson & Breese 1984、鳥 羽  1992）、

大 部 分 のアサリ幼 生 が浮 遊 している間 に松 川 浦 外 に流 出 してしまっている可 能 性 も否 定 で

きないだろう。松 川 浦 の湾 口 部 は漏 斗 状 の地 形 となっているため、浦 外 に流 出 してしまった

幼 生 が浦 内 に回 帰 できる確 率 は高 くはないものと推 察 される。アサリ幼 生 は北 部 海 域 に集

中 していることから、幼 生 流 出 量 の評 価 と着 底 量 との関 係 の解 明 が望 まれる。 
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福島県松川浦のアサリにおける 2015 年 8 月の 

Perkinsus 属原虫の感染状況 
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図 1．松 川 浦 におけるアサリ採 集 地 点 ． 

図 2．観 察 された Perk insus 属 原 虫 の 

前 遊 走 子 嚢 （ルゴール染 色 ）． 
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Perkinsus

Perkinsus

図 1．松 川 浦 におけるアサリ採 集 地 点 ． 

図 2．観 察 された Perk insus 属 原 虫 の 

前 遊 走 子 嚢 （ルゴール染 色 ）． 

図 3．松 川 浦 6 地 点 で採 集 されたアサリの殻 長 と殻 幅 （A）、殻 高 （B）、殻 付 重 量 （C）、軟 体

部 重 量 （D）との関 係 ． 
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図 4．松 川 浦 6 地 点 で採 集 されたアサリの殻 長 と肥 満 度 （A）、丸 型 指 数 （B）の関 係 および

丸 型 指 数 と肥 満 度 （C）の関 係 ． 

結 果 と考 察
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図 4．松 川 浦 6 地 点 で採 集 されたアサリの殻 長 と肥 満 度 （A）、丸 型 指 数 （B）の関 係 および

丸 型 指 数 と肥 満 度 （C）の関 係 ． 

結 果 と考 察
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図 5．松 川 浦 6 地 点 で採 集 されたアサリの殻 長 と Perkinsus属 原 虫 の感 染 強 度 の関 係 （A）

および感 染 強 度 とアサリの肥 満 度 （B）、丸 型 指 数 （C）との関 係 ． 
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宮城県におけるアゴトゲヨコエビの初記録	

	

埼玉県環境科学国際センター	

安野	 翔	

	

はじめに	

	 ヨコエビ類は、陸域、淡水域から海域まで広く分布し、分解者として重要な役割

を担う。日本国内に分布するキタヨコエビ科（Anisogammaridae）は、およそ 15 種

が知られており（ Tomikawa et al .  2006、富川 2007、富川・森野 2012）、汽水域で見

られるポシェットトゲオヨコエビ Eogammarus possjeticus やヒヌマヨコエビ

Jesogammarus hinumensis といった種を除けば、基本的には淡水域に生息する。オ

オエゾヨコエビ属 Jesogammarus に属する淡水性種は、琵琶湖以東の河川や湖沼等

に生息する。このうち、アゴトゲヨコエビ J. spinopalpus は関東地方の河川や湖沼

に生息するとされてきた（Morino 1985、Kusano et al .  1987、富川 2007）。今回、従

来知られていた分布域よりも北に位置する宮城県内の農業用水路において、本種を

確認したので報告する。  

	

調査地点・調査方法	

2009 年 2 月 11 日に宮城県松島町を流れる農業用水路にて（緯度経度 38°26'25' '  N, 

141°04'14' 'E、図 1、2）、アゴトゲヨコエビ 4 個体を採集した（図 3）。当該水路は、

一級河川の吉田川沿いを流れるが、鶴田川に合流直後にサイフォンにより吉田川の

下を横断した後、 8km 程南下して松島湾へと流入する（河川ネット  オンライン）。

なお、横断後の河川名は鶴田川から高城川へと変わる。調査地点は基本的に淡水域

だと考えられるが、潮汐の影響を受けるようである（河川ネット	 オンライン）。  

	

図 1.調査地点位置図．	

	

 



－ 34 －

調査地点の水路には護岸が施されており、水面付近には植生は認められなかった。

護岸がやや急勾配で水路への立ち入りは危険が伴うため、柄が約 2m まで伸びるた

も網（目合約 2mm）を用いて、陸地より採集を行った。アゴトゲヨコエビの他、  

ウシガエル Lithobates catesbeianus の幼生、モツゴ Pseudorasbora parva、ヌカエビ

Paratya compressa improvisa、カワリヌマエビ属の 1 種 Neocaridina sp.が確認され

た。  

	

	 	 	 図 2.調査地点（東側を臨む）．	 	 	 図 3.採集されたアゴトゲヨコエビ．	

	

同定の根拠	

	 採集された個体の第 6 胸肢底節鰓の付属片数は 1 つである点、第 3 尾肢に内肢と

外肢を備える点等からオオエゾヨコエビ属 Jesogammarusと同定した（Morino 1985、

富川 2007、富川・森野 2012）。大顎の鬚第 1 節に 3 棘状刺毛を備えている点で（図

4）、同属他種と区別できるため、アゴトゲヨコエビと同定した。なお、国内から記

録があるオオエゾヨコエビ属のうち、ヒヌマヨコエビ J. hinumensis も大顎の鬚第 1

節に棘状刺毛を有するが、 1 本のみである（富川 2007、富川・森野 2012）。  

	 	

	

	 	 	 	 図 4.	 大顎の鬚．第 1 節に棘状刺毛が 3 本あるのが確認できる．	

	 	 	 	 	 	 	 スケールバーの長さ：100μm．	
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考察	

本種は、関東地方に分布し、低地の河川、湖沼に生息するとされてきた（Morino 

1985、Kusano et al .  1987、富川 2007）。今回、本種が採集されたのは、平野部の水

田地帯を流れる農業用水路であり、過去の記録と類似した環境である。東北地方に

おける淡水性ヨコエビ類の分布情報は、一部の地域に限られている（例えば、木村

ほか 2018）。今後、淡水性ヨコエビ類に着目した調査を進めていくことで、既知の

分布域以外から淡水性ヨコエビ類が記録される可能性もあるだろう。  

	 アゴトゲヨコエビを含むキタヨコエビ科は、1 年を通して水温の安定する湧水環

境を除けば、基本的に冬から春にかけて繁殖する（Kusano et al .  1987、草野 2000）。

そのため、夏季には体サイズの小さい当歳個体が中心となり、採集方法によっては

見落とす可能性が高くなると思われる。成熟個体が増加する秋以降に調査すること

で、生息状況をより把握しやすくなると考えられる。  
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写真および標本に基づくサナダユムシ（環形動物門ユムシ類）の 

駿河湾からの初記録 

  

	

はじめに 
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結 果 と考 察  

 

図 1．本 研 究 におけるサナダユムシの確 認 地

点 （静 岡 県 西 伊 豆 町 宇 久 須 黄 金 崎 海 岸 ）． 
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図 2．黄 金 崎 海 岸 で確 認 されたサナダユムシ吻 の腹 面 観 の生 態 写 真 （A–D）と採 集 された標 本

（E）．矢 頭 は巣 穴 開 口 部 を示 す．A：2005 年 7 月 29 日 、水 深 12 m で確 認 された個 体 ．B：2021

年 1 月 6 日 、水 深 14 m で確 認 された個 体 ．C：B の巣 穴 開 口 部 付 近 の拡 大 写 真 ．D：2021 年 3

月 31 日 、水 深 14 m で確 認 された個 体 ．E：D の吻 前 端 部 の拡 大 写 真 ．d は背 面 、v は腹 面 を示

す．A–C：多 留 聖 典 撮 影 ；D、E：尾 島 智 仁 撮 影 ． 
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1．はじめに 

 

 羽 地 内 海 （はねじないかい）は沖 縄 島 の北 部 に位 置 する面 積 約 10.3 km2、最 大 水 深

約 10m の浅 く閉 鎖 的 な内 湾 である。外 海 との水 の交 換 は、本 島 と屋 我 地 （やがじ）島 、

奥 武 （おう）島 に挟 まれた 3 ヶ所 の狭 い海 峡 部 を介 して行 われている。遠 浅 の湾 内 には干

潟 がよく発 達 し、近 年 減 少 傾 向 にあるもののウミヒルモ、マツバウミジグサ、コアマモなどの

海 草 藻 場 も見 られる（小 澤 ら 2005）。干 潟 の岸 際 や流 入 河 川 の河 口 域 にはメヒルギやオ

ヒルギからなるマングローブ林 が発 達 している（小 澤 ら 2006）。羽 地 内 海 の干 潟 や塩 性 湿

地 は多 くの希 少 な生 物 種 を育 む場 となっており（小 澤 ら 2005、2006、久 保 2017）、全 域

が国 の特 別 鳥 獣 保 護 区 に指 定 され、環 境 省 の「生 物 多 様 性 の観 点 から重 要 度 の高 い

湿 地 」にも選 定 されている。近 年 、沖 縄 島 内 では各 地 で干 潟 や海 草 藻 場 の埋 め立 てや

環 境 改 変 が進 行 していることから（久 保 2017）、羽 地 内 海 に残 る多 様 な生 息 場 と生 物 群

集 の保 全 は重 要 な課 題 である。 

 羽 地 内 海 の底 生 動 物 相 については、名 和 （2001）による貝 類 相 の報 告 、環 境 省 による

半 定 量 調 査 （環 境 省 2007）、沖 縄 県 環 境 科 学 センターによる軟 体 動 物 と甲 殻 類 を対 象

とした調 査 （小 澤 ら 2005、2006）がある。しかし、これらの調 査 から既 に 15 年 以 上 が経 過

し、羽 地 内 海 の底 生 動 物 の現 状 に関 する知 見 は乏 しい。そこで本 研 究 では、環 境 省 に

よる生 態 系 監 視 調 査 （環 境 省 2016）に準 じた調 査 手 法 を用 い、2019 年 10 月 に羽 地 内

海 の干 潟 で底 生 動 物 相 調 査 を行 った。本 稿 では、予 報 として定 性 調 査 で得 られた出 現

種 の概 要 を紹 介 する。 
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2．方 法  

2．1．調 査 地 点  

 本 研 究 では、羽 地 内 海 の4ヶ所 の調 査 エリア（饒 平 名  / よへな、呉 我  / ごが、湧 川  

/ わくがわ、真 喜 屋  / まきや）の干 潟 に設 置 した調 査 地 点 （図 1および表 1）で底 生 動

物 相 調 査 を行 った。2019年 10月 26日 に饒 平 名 と呉 我 、10月 27日 に湧 川 と真 喜 屋 で定

量 調 査 および定 性 調 査 を行 った。 

 饒 平 名 エリアは屋 我 地 島 南 部 に発 達 した沖 出 し1kmほどの砂 質 の前 浜 干 潟 で、岸 際

にはオヒルギ・メヒルギからなるマングローブ林 が発 達 している。地 点 AU（略 称 AはAライン、

略 称 Uは潮 間 帯 上 部 ”Upper”を示 す）近 傍 は近 年 になって植 林 された若 いマングローブ

林 であり、地 点 BU近 傍 は100年 以 上 前 から存 在 するマングローブ林 である。小 澤 ら

（2005）によると、2004年 には地 点 AU近 傍 にコアマモ群 落 が分 布 していたが、本 調 査 時

には確 認 できなかった。2004年 には、前 浜 干 潟 の低 潮 線 付 近 にもウミヒルモやマツバウミ

ジグサが広 く分 布 していたが（小 澤 ら2005）、本 調 査 時 には地 点 AL（略 称 Lは潮 間 帯 下

部 ”Lower”を示 す）で数 株 のウミヒルモが確 認 できたのみであった。また、地 点 ALには岩

礁 ・転 石 帯 があった。呉 我 エリアは羽 地 内 海 南 西 部 に位 置 しており、国 道 505号 線 鉄 橋

上 流 の泥 干 潟 に地 点 U、国 道 より海 側 の礫 混 じりの砂 泥 干 潟 に地 点 Lを設 定 した。両 地

点 ともに植 生 は見 られなかった。湧 川 エリアは呉 我 エリアから2kmほど北 西 に位 置 し、小

河 川 が流 入 する湾 奥 部 に発 達 した泥 干 潟 と、岸 際 のマングローブ林 からなる。河 道 左 岸

（マングローブ林 の前 面 ）にある砂 泥 干 潟 に地 点 U、そこから海 側 に数 10m離 れた泥 干 潟

に地 点 Lを設 定 した。真 喜 屋 エリアは羽 地 内 海 の南 東 部 、沖 縄 島 と奥 武 島 に挟 まれた

入 り江 に発 達 した砂 泥 干 潟 であり、干 潟 上 に地 点 MKを設 定 した。南 側 にはマングローブ

林 が発 達 し、奥 武 島 側 には転 石 帯 や岩 礁 がある。 

 

 
図 1．羽 地 内 海 （沖 縄 本 島 北 部 ）における調 査 エリアと調 査 地 点 ．斜 体 文 字 は調 査 エリア（饒 平

名 、呉 我 、湧 川 、真 喜 屋 ）、黒 丸 は定 量 調 査 地 点 ．饒 平 名 エリアの北 岸 、真 喜 屋 エリアの

南 岸 、湧 川 エリアの東 西 両 岸 にはマングローブ林 が発 達 している． 
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2．2．調 査 手 法  

 調 査 手 法 は環 境 省 （2016）に従 った。 

 定 量 調 査 ：各 調 査 地 点 で内 径 15cm 長 さ40cmの塩 化 ビニル製 コアにより深 さ20cmま

での底 質 を3サンプル採 取 した。採 取 した底 質 は1mm目 のふるいを通 し、残 渣 をビニル袋

に入 れ、氷 冷 して持 ち帰 り生 物 のみを選 別 して70%エタノールで固 定 した。ORP計

（RM-30P、TOA-DKK）の電 極 を底 泥 に深 さ5cmまで差 し込 み、酸 化 還 元 電 位 （Eh）と地

温 を3回 測 定 した。また、電 気 伝 導 度 計 （CM-31P、TOA-DKK）で海 水 （干 潟 上 の溜 まり

水 ）の塩 分 と水 温 を測 定 した。底 質 の性 状 を現 場 で記 録 したのち（表 1）、表 層 5cmの底

泥 を採 取 し、実 験 室 において70℃で2昼 夜 乾 燥 し、泥 分 （< 0.063mm目 ）を湿 式 法 で測

定 した。なお、定 量 調 査 の底 生 動 物 サンプルは現 在 分 析 中 であり、本 報 告 には含 めな

かった。 

 定 性 調 査 ：干 潟 と植 生 帯 （マングローブ）について、複 数 名 で15分 間 探 索 し、発 見 した

底 生 動 物 を現 場 で記 録 した。近 傍 に岩 礁 がある場 合 は、そちらも併 せて探 索 を行 った。

現 場 での同 定 が困 難 な種 については氷 冷 して持 ち帰 り同 定 した。 

 

表 1．定 量 調 査 実 施 地 点 の環 境 と植 生 ・地 形 ． 

 
塩 分 と Eh は 3 回 測 定 した平 均 値 （標 準 偏 差 ）．饒 平 名 と呉 我 の調 査 日 は 2019 年 10 月

26 日 、湧 川 と真 喜 屋 の調 査 日 は同 27 日 ．AU は A ラインの潮 間 帯 上 部 ”Upper”、AL は A

ラインの潮 間 帯 下 部 ”Lower”を示 す． 

 

3．結 果  

3．1．饒 平 名 エリア 

 饒 平 名 エリアでは、屋 我 地 中 学 校 前 の護 岸 から干 潟 に降 り地 点 BU から調 査 を行 った。

底 質 は砂 質 であり、地 点 AU では砂 泥 中 に多 くの貝 殻 が混 じっていた（表 1）。地 点 AL、

BU、BL は砂 質 であり（泥 分 ；2.8～3.8%）、地 点 AU は砂 泥 質 （泥 分 ；6.8%）であった。塩

分 は地 点 AL と BL で高 く（28.3～28.4）、岸 際 の地 点 AU と BU では低 い（23.0～23.7）

ことから、岸 際 からの真 水 の流 入 があることが示 唆 された。晴 天 であったため、水 温 ・地 温

は正 午 前 後 に訪 れた地 点 AU で 30.2～31.4℃に達 した。底 質 の Eh は 269～331 mV と

酸 化 的 な値 を示 し、岸 際 の 2 地 点 （AU と BU）でやや低 かった（表 1）。 

エリア 地点 塩分 水温 地温 Eh 泥分 底質 植生・地形

（°C） （°C） （mV） （%）
饒平名YH

AU 23.7 (2.5) 31.4 30.2 269 (33) 6.8 砂泥/貝殻 マングローブ

AL 27.7 (1.5) 28.4 27.4 331 (4) 2.8 砂 裸地/岩礁
BU 23.0 (2.1) 25.5 25.2 286 (34) 3.8 砂 マングローブ

BL 27.0 (2.1) 28.3 26.1 306 (10) 3.3 砂 裸地

呉我GG
U 24.2 (1.3) 27.6 31.0 244 (88) 41.1 泥 裸地

L 25.4 (1.1) 29.0 30.1 235 (122) 26.8 砂泥/礫 裸地

湧川WG
U 21.3 (0.8) 24.7 25.2 283 (14) 20.3 砂泥/礫 マングローブ

L 27.5 (0.7) 24.9 25.4 261 (85) 21.7 砂泥 裸地

真喜屋MK
MK 14.8 (9.4) 25.6 26.3 264 (106) 10.5 砂泥 裸地/岩礁/マングローブ
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 饒 平 名 エリアの景 観 と確 認 された代 表 的 な底 生 動 物 の写 真 を図 2 に示 した。エリア全

体 で 113 種 の底 生 動 物 が確 認 され、その内 訳 は軟 体 動 物 が 52 種 、環 形 動 物 が 22 種 、

十 脚 目 が 26 種 、その他 が 13 種 であった（表 2）。出 現 種 数 は植 生 帯 （42 種 ）より岩 礁 を

含 む裸 地 干 潟 （85 種 ）の方 が多 かったが、希 少 種 数 は裸 地 干 潟 （15 種 ）よりも植 生 帯

（20 種 ）で多 かった。植 生 帯 でのみ出 現 した希 少 種 はツボミ、フリソデカノコ、シマカノコ、

ツバサカノコ、コゲツノブエ、イトカケヘナタリ、マドモチウミニナ、イロタマキビ、ナラビオカミ

ミガイ沖 縄 型 、ウラシマミミガイ、クロヒラシイノミ、ドロアワモチ、ゴマセンベイアワモチ（以 上 、

巻 貝 ）、ヤエヤマヒルギシジミ、ミナミアシハラガニ、ヒメシオマネキであり、裸 地 干 潟 でのみ

出 現 した希 少 種 はムシモドキギンチャク科 の一 種 、マキガイイソギンチャク近 似 種 、カヤノ

ミカニモリ、カニノテムシロ、ナタマメケボリ、ヘラサギ、スダレハマグリ、リュウキュウアリソガイ、

Notomastus 属 の一 種 、テッポウエビ近 似 種 であった（表 3）。植 生 帯 と干 潟 で共 通 して出

現 した希 少 種 はヒラマキアマオブネ、イボウミニナ、ヘナタリ、カワアイであった。 

 

3．2．呉 我 エリア 

 呉 我 エリアでは地 点 U、L の順 に調 査 を行 った。底 質 は泥 質 で、地 点 U の泥 分 は

41.1%、地 点 L では 26.8%であった。塩 分 は 24.2～25.4 と河 川 水 の影 響 を受 けていた。

晴 天 であったため、水 温 ・地 温 は 27.6～31.0℃に達 した。底 質 の Eh は 235～244 mV と

調 査 地 点 中 で最 も低 かった（表 1）。呉 我 エリアの景 観 と主 な底 生 動 物 の写 真 を図 3 に

示 した。呉 我 エリアでは、エリア全 体 で 53 種 の底 生 動 物 が確 認 され、その内 訳 は軟 体 動

物 が 23 種 、環 形 動 物 が 9 種 、十 脚 目 が 18 種 、その他 が 3 種 であった（表 2）。希 少 種 と

して以 下 の 12 種 が記 録 された：ヒラマキアマオブネ、ミヤコドリ、カヤノミカニモリ、イボウミニ

ナ、ヘナタリ、カワアイ、ソトオリガイ、ダテオキシジミ、オキナワヤワラガニ、ハサミカクレガ

ニ？、ツノメチゴガニ、ヒメシオマネキ（表 3）。 

 

3．3．湧 川 エリア 

 湧 川 エリアでは地 点 U（マングローブ林 を含 む）、L の順 に調 査 を行 った。底 質 は泥 質

で、地 点 U の泥 分 は 41.1%、地 点 L は 26.8%であった。塩 分 は 21.3～27.5 で、河 口 に

近 い地 点 U で河 川 水 の影 響 を受 けていた。調 査 は曇 天 の午 前 中 に行 ったため、水 温 ・

地 温 は 24.7～25.4℃と低 かった。底 質 の Eh は 261～283 mV であった（表 1）。湧 川 エリ

アの景 観 と主 な底 生 動 物 の写 真 を図 3 に示 した。エリア全 体 で 102 種 の底 生 動 物 が確

認 され、内 訳 は軟 体 動 物 が 46 種 、環 形 動 物 が 18 種 、十 脚 目 が 31 種 、その他 が 7 種

であった（表 2）。希 少 種 は全 エリア中 最 多 の 38 種 が記 録 され、本 エリアでのみ記 録 され

た希 少 種 はヒメカノコ、ウミニナ、オイランカワザンショウ、カタシイノミミミガイ、クリイロコミミガ

イ、キヌメハマシイノミ（以 上 、巻 き貝 ）、ホシムシアケボノガイ（沖 縄 本 島 初 記 録 ）、ヌノメイ

チョウシラトリ、マスオガイ、ミナトマスオ、タガソデモドキ（以 上 、二 枚 貝 ）、オオサカドロソコ

エビ？、ハマガニ、アリアケモドキ、カワスナガニ？、チゴイワガニであった（表 3）。出 現 種

数 は裸 地 干 潟 （48 種 ）よりも植 生 帯 （74 種 ）で多 く、希 少 種 も裸 地 干 潟 （12 種 ）より植 生

帯 （34 種 ）で多 かった。植 生 帯 でのみ出 現 した希 少 種 は 25 種 に達 した。 
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3．4．真 喜 屋 エリア 

 真 喜 屋 エリアは砂 泥 質 であり（泥 分 ；10.5%）、塩 分 は 14.8 と低 かった。真 喜 屋 大 川 、羽

地 大 川 など近 傍 に流 入 する河 川 水 による影 響 と考 えられる。調 査 は曇 天 下 で行 ったた

め（調 査 終 了 時 に降 雨 もあった）、水 温 ・地 温 は 25.6～26.3℃と低 かった。Eh は 264mV

であった（表 1）。真 喜 屋 エリアの景 観 と主 な底 生 動 物 の写 真 を図 3 に示 した。エリア全 体

で 83 種 の底 生 動 物 が確 認 され、軟 体 動 物 が 44 種 、環 形 動 物 が 17 種 、十 脚 目 が 19

種 、その他 が 3 種 であった（表 2）。希 少 種 は 25 種 が記 録 され、本 エリアでのみ記 録 され

た希 少 種 として干 潟 ・植 生 帯 の両 方 で見 られたオサガニヤドリガイ（二 枚 貝 ）、裸 地 干 潟

のネコガイ（巻 き貝 ）、トガリユウシオガイ、モモイロサギガイ、クシケマスオ、オフクマスオ、イ

オウハマグリ（以 上 、二 枚 貝 ）、植 生 帯 のカガヨイクビキレ、ガタチンナン、シイノミミミガイ、

デンジハマシイノミ（以 上 、巻 き貝 ）、ヒラモクズガニ、メナガオサガニ？が挙 げられた（表 3）。

出 現 種 数 は裸 地 干 潟 で 39 種 、植 生 帯 で 47 種 となり、確 認 された希 少 種 は裸 地 干 潟

（12 種 ）と植 生 帯 （14 種 ）でほぼ同 数 であった。 

 

表 2．各 調 査 エリアの出 現 種 数 と希 少 種 数 ． 

 

 
 

CR＋EN；絶 滅 危 惧 IA または IB 類 、VU；絶 滅 危 惧 II 類 、NT；準 絶 滅 危 惧 、LP ;絶 滅 のおそれの

ある地 域 個 体 群 、DD；情 報 不 足 、Ben；日 本 ベントス学 会 （2012）、MOE；環 境 省 （2017ab）、

OKI；沖 縄 県 （2017）．* 3 種 類 のレッドリスト中 で最 も希 少 度 の高 いランク．場 所 毎 の希 少 種 数

は、これを用 いてカウントした． 

 

3．5．エリア・ハビタット間 の比 較  

 今 回 の調 査 において、4 調 査 エリア合 計 で 214 種 の底 生 動 物 が確 認 された。出 現 種 数

はいずれもマングローブ林 のある饒 平 名 、湧 川 、真 喜 屋 エリアで 83～113 種 と多 く、植 生

のない呉 我 エリアで 53 種 と少 なかった。全 エリアの出 現 種 数 を干 潟 とマングローブ林 （植

生 ）間 で比 較 すると（表 2）、干 潟 では 152 種 、植 生 帯 では 115 種 が出 現 したが、巻 き貝

類 の出 現 種 数 はマングローブ林 内 （51 種 ）の方 が干 潟 （29 種 ）よりも多 く、出 現 した希 少

種 もマングローブ林 内 （48 種 ）の方 が干 潟 （35 種 ）よりも多 かった。 

 環 境 省 が毎 年 全 国 の 8 サイトで実 施 しているモニタリングサイト 1000 干 潟 調 査 において、

石 垣 島 の川 平 湾 では 2014 年 ～2016 年 の調 査 時 に 110～116 種 の底 生 動 物 が確 認 さ

れ、そのうち 16～23 種 （全 体 の 13.8～18.3%）が環 境 省 レッドリストに掲 載 された希 少 種

であった（鈴 木 ら 2019）。羽 地 内 海 の調 査 結 果 では、各 エリアの出 現 種 数 （53～113 種 ）

呉我

干潟 植生 計 干潟 干潟 植生 計 干潟 植生 計 干潟 植生 Ben MOE OKI 最高ランク*

出現種数 腹足類 20 26 39 13 9 27 28 3 26 28 29 51 30 31 17 31
二枚貝 11 3 13 10 11 10 18 11 6 16 34 14 16 17 13 18
環形動物 22 0 22 9 13 7 18 14 3 17 43 9 1 0 0 1
十脚目 19 13 26 18 11 26 31 9 11 19 30 36 11 1 7 13
その他 13 0 13 3 4 4 7 2 1 3 16 5 3 1 0 3
計 85 42 113 53 48 74 102 39 47 83 152 115 61 50 37 66

希少種数 CR+EN 0 0 0 1 0 1 1 1 3 4 2 4 2 4 2 5
VU 5 8 11 3 3 11 12 4 5 9 10 14 15 16 12 21
NT 9 12 19 8 9 22 25 7 6 12 22 30 41 29 21 39
LP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
DD 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 2 1
計 15 20 31 12 12 34 38 12 14 25 35 48 61 50 37 66

饒平名 湧川 真喜屋 全エリア計 レッドリスト
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は川 平 湾 と同 等 もしくは少 ないが、出 現 した希 少 種 数 （66 種 ；環 境 省 レッドリスト掲 載 種

のみを対 象 とすると 50 種 ）および全 出 現 種 数 に対 する希 少 種 の割 合 （30.8%；環 境 省 レ

ッドリスト掲 載 種 のみを対 象 とすると 23.4%）ははるかに高 い。鈴 木 ら（2019）では、全 国 8

サイト（厚 岸 ・松 川 浦 ・盤 洲 ・汐 川 ・南 紀 田 辺 ・中 津 ・永 浦 ・川 平 ）の 2008～2016 年 の調

査 で確 認 された底 生 動 物 についても、総 出 現 種 数 に対 する環 境 省 レッドリスト掲 載 種 の

数 をまとめている。全 国 8 サイトでの希 少 種 出 現 割 合 は 4.5～19.9%の範 囲 にあったことか

ら、羽 地 内 海 の干 潟 ・マングローブ域 の底 生 動 物 群 集 は、国 内 の他 の干 潟 と比 較 して

非 常 に多 くの希 少 種 を含 んでいることがわかる。 

 今 回 の調 査 結 果 は、羽 地 内 海 における希 少 な底 生 動 物 の生 息 場 所 として、マングロ

ーブ林 が非 常 に重 要 であることを示 していた。一 方 、二 枚 貝 や環 形 動 物 の多 様 性 は干

潟 部 の方 が高 いなど、生 息 場 所 間 で底 生 動 物 相 も大 きく異 なっていたことから、潮 間 帯

上 部 のマングローブ林 と前 面 に広 がる裸 地 干 潟 部 とを、ひとまとまりの生 息 場 所 として保

全 していくことが重 要 と考 えられる。 
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付記 ：「みちのくベントス調査隊 」とは主に「みちのくベントス研究所 」の調査協力員からな

る集団で、これまで東北地方の干潟を中心に調査活動を行ってきました。今回、初めて

沖縄島の干潟調査に出かけましたので、その結果の一部を紹介しました。  

 

 

  調 査 風 景 ．饒 平 名 エリア（左 ）、コアを用 いた定 量 採 取 （右 上 ）、ソーティング作 業 （右 下 ）．  
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表 3．出 現 種 をハビタットごとに示 した．「植 生 」はマングローブ林 ．

              
次頁に続く  

分類群 呉我

門・綱 和名 学名 干潟 植生 計 干潟 干潟 植生 計 干潟 植生 計 干潟 植生 Ben MOE OKI
海綿動物門・普通海綿綱 1 普通海綿綱の一種 Demospongiae sp. ○ ○ ○

刺胞動物門・花虫綱 2 ムシモドキギンチャク科の一種 Edwardsiidae gen. sp. ○ ○ ○ DD
3 マキガイイソギンチャク近似種 Paranthus  cf. sociatus ○ ○ ○ VU
4 タテジマイソギンチャク Diadumene lineata ○ ○ ○

紐形動物門 5 紐形動物門の一種 Nemertea cla. ord. fam. gen. sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

軟体動物門・多板綱 6 キクノハナヒザラガイ Liolophura tenuispinosa ○ ○ ○ ○ ○

　同・腹足綱 7 ツボミ Patelloida conulus ○ ○ ○ NT NT
8 イシダタミ Monodonta confusa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 オキナワイシダタミ Monodonta labio ○ ○

10 カンギク Lunella coronata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カノコガイ Clithon faba ○ ○ ○ ○ ○

12 カノコガイ近似種 Clithon sowerbianum ○ ○ ○

13 ヒメカノコ Clithon oualaniense ○ ○ ○ ○ ○ NT NT
14 イシマキ Clithon retropictum ○ ○ ○

15 フリソデカノコ Neripteron sp. B ○ ○ ○ NT NT
16 マルアマオブネ Nerita histrio ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 イシダタミアマオブネ Nerita helicinoides ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ヒメイシダタミアマオブネ Nerita tristis ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 マングローブアマガイ Nerita undulata ○ ○ ○ ○ ○

20 ヒラマキアマオブネ Nerita planospira ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT NT NT
21 シマカノコ Vittina cumingiana ○ ○ ○ ○ ○ NT NT
22 ツバサカノコ Neripteron subauriculatum ○ ○ ○ NT NT VU
23 ミヤコドリ Plesiothyreus cinnamomeus ○ ○ NT NT
24 コゲツノブエ Cerithium coralium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT VU
25 ウミニナカニモリ Clypeomorus batillariaeformis ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 カヤノミカニモリ Clypeomorus bifasciata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT NT
27 フトスジツノブエ Clypeomorus irrorata ○ ○ ○

28 ミツカドカニモリ Clypeomorus pellucida ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 リュウキュウウミニナ Batillaria flectosiphonata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 ウミニナ Batillaria multiformis ○ ○ ○ NT NT
31 イボウミニナ Batillaria zonalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU VU NT
32 ゴマフニナ Planaxis sulcatus ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 イトカケヘナタリ（フトヘナタリ） Cerithidea moerchii ○ ○ ○ ○ ○ NT NT
34 ヘナタリ Pirenella nipponica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT NT NT
35 カワアイ Pirenella pupiformis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT VU
36 マドモチウミニナ Terebralia sulcata ○ ○ ○ VU VU VU
37 イロタマキビ Littoraria pallescens ○ ○ ○ ○ ○ NT
38 ウズラタマキビ Littoraria scabra ○ ○ ○

39 トミガイ Polinices mammilla ○ ○ ○

40 ホウシュノタマ Notocochlis gualtieriana ○ ○ ○

41 ネコガイ Eunaticina papilla ○ ○ ○ NT NT VU
42 カガヨイクビキレ Truncatella  sp. 3 ○ ○ ○ DD C/E C/E
43 オイランカワザンショウ Angustassiminea  sp. ○ ○ ○ NT NT NT
44 サツマクリイロカワザンショウ Angustassiminea satumana ○ ○ ○ ○ ○

45 ガタチンナン Sigaretornus  cf. planus ○ ○ ○ VU VU C/E
46 シマベッコウバイ Japeuthria cingulata ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 カニノテムシロ Nassarius bellulus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT NT
48 ウネレイシダマシ Drupella margariticola ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 コイワニシ Semiricinula squamosa ○ ○ ○

50 チャイロブドウガイ Haloa nigropunctata ○ ○ ○

51 ナラビオカミミガイ沖縄型 Auriculastra  cf. duplicata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU VU VU
52 ナガオカミミガイ Auriculastra elongata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 カタシイノミミミガイ Cassidula crassiuscula ○ ○ ○ NT NT NT
54 ウラシマミミガイ Cassidula mustelina ○ ○ ○ ○ ○ NT NT NT
55 シイノミミミガイ Cassidula plecotrematoides

 japonica
○ ○ ○ C/E C/E

56 クリイロコミミガイ Laemodonta siamensis ○ ○ ○ ○ ○ VU VU
57 デンジハマシイノミ Melampus ovuloides ○ ○ ○ VU VU VU
58 チビハマシイノミ Melampus parvulus ○ ○ ○ ○ ○

59 キヌメハマシイノミ Melampus sulculosus ○ ○ ○ NT NT VU
60 ホソハマシイノミ Melampus taeniolatus ○ ○ ○

61 ヌノメハマシイノミ Melampus granifer ○ ○ ○

62 クロヒラシイノミ Pythia pachyodon ○ ○ ○ NT NT NT
63 ヒメアワモチ Onchidella kurodai ○ ○ ○

64 ドロアワモチ Onchidium  sp. 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ VU VU NT
65 ゴマセンベイアワモチ Platevindex  cf. mortoni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT NT NT

　同・二枚貝綱 66 クルミガイ科の一種？ Nuculidae gen. sp. ○ ○ ○

67 クジャクガイ Septifer bilocularis ○ ○ ○ ○ ○

68 ヒバリガイモドキ Brachidontes mutabilis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 マガキ Crassostrea gigas ○ ○ ○

70 ワニガキ? Dendostrea folium? ○ ○

71 オハグロガキモドキ? Saccostrea circumsuta ○ ○ ○

72 ヘリトリアオリ Isognomon acutirostris ○ ○ ○

73 マクガイ Isognomon ephippium ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 エガイ Barbatia lima ○ ○ ○

75 カリガネエガイ Barbatia virescens ○ ○ ○ ○

76 ミミエガイ Arcopsis symmetrica ○ ○ ○

77 ミミエガイ類 Arcopsis  sp. ○ ○ ○

78 ソトオリガイ Exolaternula liautaudi ○ ○ ○ ○ ○ NT
79 ウメノハナガイ Pillucina pisidium ○ ○ ○

80 ホシムシアケボノガイ Barrimysia siphonosomae ○ ○ ○ VU VU NT
81 ナタマメケボリ Borniopsis ochetostomae ○ ○ ○ ○ ○ NT NT DD
82 オサガニヤドリガイ Pseudopythina

 macrophthalmensis
○ ○ ○ ○ ○ NT NT DD

83 イオウノシタタリの一種 Scintilla sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 ウロコガイ科の一種 Galeommatidae gen. sp. ○ ○

85 トガリユウシオガイ Jitlada jovenilis ○ ○ ○ NT NT NT
86 モモイロサギガイ Macoma nobilis ○ ○ ○ C/E C/E VU
87 ヌノメイチョウシラトリ Serratina capsoides ○ ○ ○ NT NT
88 ヘラサギ Tellinides timorensis ○ ○ ○ ○ ○ VU VU NT
89 リュウキュウマスオ Asaphis violascens ○ ○ ○

90 マスオガイ Gari elongata ○ ○ ○ NT NT
91 ミナトマスオ Gari inflata ○ ○ ○ VU VU VU
92 サメザラモドキ Semele carnicolor ○ ○ ○

93 クシケマスオ Cryptomya elliptica ○ ○ ○ NT NT
94 オフクマスオ Distugonia decurtata ○ ○ ○ VU VU VU
95 タママキ Mactra cuneata ○ ○ ○

96 リュウキュウアリソガイ Mactra grandis ○ ○ ○ VU VU VU
97 ダテオキシジミ Cyclina  cf. sinensis ○ ○ ○ ○ ○ LP C/E NT
98 アラスジケマン Gafrarium tumidum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

99 スダレハマグリ Marcia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT NT NT
100 ヤエヤマスダレ Marcia hiantina ○ ○ ○

101 イオウハマグリ Pitar sulfureus ○ ○ ○ VU VU NT
102 アサジガイ Semele zebuensis ○ ○ ○

103 ヤエヤマヒルギシジミ Geloina erosa ○ ○ ○ ○ ○ VU
104 タガソデモドキ Neotrapezium sublaevigatum ○ ○ ○ NT NT
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C/E；絶 滅 危 惧 IA または IB 類 、VU；絶 滅 危 惧 I I 類 、NT；準 絶 滅 危 惧 、LP ;絶 滅 のおそれのある地 域 個 体

群 、DD；情 報 不 足 、Ben；日 本 ベントス学 会 （2012）、MOE；環 境 省 （2017ab）、OK I；沖 縄 県 （2017）．  

分類群 呉我

門・綱 和名 学名 干潟 植生 計 干潟 干潟 植生 計 干潟 植生 計 干潟 植生 Ben MOE OKI
環形動物門 105 ヒガタチロリ Glycera macintoshi ○ ○ ○

106 エラダシチロリ Glycera tridactyla ○ ○ ○ ○ ○

107 Glycera  属の一種 Glycera  sp. ○ ○ ○

108 オナジシリス Syllis regulata ○ ○ ○

109 Syllinae 亜科の一種 Syllinae gen. sp. ○ ○ ○

110 サミダレウロコムシ（海綿中） Lagisca lamellifera ○ ○ ○

111 Leucia 属の一種 Leucia  sp. ○ ○ ○

112 ハモチウロコムシ? Lepidonotus dentatus ○ ○ ○

113 ヤチウロコムシ Lepidonotus elongatus ○ ○ ○

114 オイワケゴカイ？ Namanereis littoralis
 species complex

○ ○ ○

115 Leonnates 属の一種 Leonnates  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

116 Ceratonereis 属の一種 Ceratonereis  sp. ○ ○ ○ ○

117 コケゴカイ Simplisetia erythraeensis ○ ○ ○ ○

118 クマドリゴカイ Perinereis euiini ○ ○ ○

119 スナイソゴカイもしくは
イシイソゴカイ

Perinereis mictodonta
and/or wilsoni

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

120 Perinereis 属の一種 Perinereis  sp. 3
 sensu Sakaguchi & Sato, 2016

○ ○ ○ ○ ○

121 ミナミシロガネゴカイ Nephtys polybranchia ○ ○ ○ ○ ○ ○

122 Sigambra 属の一種 Sigambra  sp. ○ ○ ○

123 Phyllodoce 属の一種 Phyllodoce  sp. ○ ○ ○

124 Marphysa  属の一種
または複数種

Marphysa  sp. or spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125 Marphysa 属の一種2（丸頭） Marphysa  sp. 2 ○ ○ ○

126 コアシギボシイソメ Scoletoma nipponica ○ ○ ○

127 ギボシイソメ科の一種 Lumbrineridae gen. sp. ○ ○ ○

128 ケヤリムシ科の一種 Sabellidae gen. sp. ○ ○ ○

129 Aonides 属の一種 Aonides sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

130 ツノスピオ Malacoceros  cf. indicus ○ ○ ○ ○ ○ ○

131 ソデナガスピオ Prionospio depauperata ○ ○ ○

132 Parascolelepis 亜属の一種 Scolelepis (Parascolelepis) sp. ○ ○ ○

133 Polydora hoplura Polydora hoplura ○ ○

134 Pseudopolydora 属の一種 Pseudopolydora  sp. ○ ○ ○

135 "貧毛類"の一種 "Oligochaeta" ord. fam. gen. sp. ○ ○ ○

136 Loimia 属の一種 Loimia sp. ○ ○ ○

137 ヒャクメニッポンフサゴカイ Thelepus japonicus ○ ○ ○

138 フサゴカイ科の一種 Terebellidae gen. sp. ○ ○ ○

139 ウミイサゴムシ科の一種 Pectinariidae gen. sp. ○ ○ ○

140 Abarenicola 属の一種 Abarenicola  sp. ○ ○ ○

141 ツツオオフェリア Armandia  cf. amakusaensis ○ ○ ○

142 Dasybranchus 属の一種 Dasybranchus sp. ○ ○ ○

143 Heteromastus 属の一種 Heteromastus  sp. ○ ○ ○ ○

144 Mediomastus 属の一種 Mediomastus sp. ○ ○

145 Notomastus 属の一種 Notomastus  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT
146 イトゴカイ科の一種 Capitellidae gen. sp. ○ ○ ○

147 タテジマユムシ Listriolobus sorbillans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

148 ミナミスジホシムシモドキ Siphonosoma australe
 takatsukii

○ ○ ○

149 Linopherus 属の一種 Linopherus  sp. ○ ○ ○

150 Phyllochaetopterus属の一種 Phyllochaetopterus  sp. ○ ○ ○

箒虫動物門・箒虫綱 151 ホウキムシ科の一種 Phoronidae gen. sp. ○ ○ ○

節足動物門・貝形虫綱 152 貝形虫綱の一種 Ostracoda ord. fam. gen. sp. ○ ○ ○

　同・Hexanauplia 綱 153 シロスジフジツボ Fistulobalanus albicostatus ○ ○ ○ ○ ○

154 タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite ○ ○ ○

155 サンカクフジツボ Balanus trigonus ○ ○ ○

156 根頭上目の一種（フクロムシ類） Rhizocephala ord. fam. gen. sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　同・軟甲綱 157 端脚目の一種 Amphipoda fam. gen. sp. ○ ○ ○

158 オオサカドロソコエビ? Grandidierella osakaensis ○ ○ ○ NT DD
159 ドロソコエビ属の一種 Grandidierella  sp. ○ ○ ○

160 Ligia 属の一種 Ligia  sp. ○ ○

161 エビヤドリムシ科の一種 Bopyridae gen. sp.
162 スジエビ属の一種 Palaemon  sp. ○ ○ ○

163 クルマエビ Penaeus japonicus ○ ○ ○

164 クルマエビ科の複数種 Penaeidae gen. spp. ○ ○ ○ ○

165 テッポウエビ近似種 Alpheus  aff. brevicristatus ○ ○ ○ NT
166 フタミゾテッポウエビ Alpheus bisincisus ○ ○ ○

167 テッポウエビ科の一種A Alpheidae gen. sp. A ○ ○ ○

168 テッポウエビ科の一種B Alpheidae gen. sp. B ○ ○ ○ ○ ○ ○

169 テッポウエビ科の一種C Alpheidae gen. sp. C ○ ○

170 テッポウエビ科の一種D Alpheidae gen. sp. D ○ ○ ○

171 ハサミシャコエビ Laomedia astacina ○ ○ ○

172 オキナワアナジャコ Thalassina anomala ○ ○ ○

173 アナジャコ科の一種 Upogebiidae gen. sp. ○ ○ ○ ○ ○

174 スナモグリ科の複数種 Callianassidae gen. spp. ○ ○ ○ ○ ○

175 ツメナガヨコバサミ Clibanarius longitarsus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

176 タテジマヨコバサミ Clibanarius striolatus ○ ○ ○

177 ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

178 オキナワヤワラガニ Neorhynchoplax okinawaensis ○ ○ ○ ○ VU
179 キンセンガニ Matuta victor ○ ○ ○

180 カノコセビロガニ Epixanthus dentatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

181 ケブカガニ Pilumnus vespertilio ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

182 オウギガニ科の一種A Xanthidae gen. sp. ○ ○ ○ ○

183 オウギガニ科の一種B Xanthidae gen. sp. ○ ○ ○ ○ ○

184 オウギガニ科の一種C Xanthidae gen. sp. ○ ○ ○

185 タイワンガザミ Portunus pelagicus ○ ○ ○ ○ ○

186 ミナミベニツケガニ Thalamita crenata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

187 ヒルギハシリイワガニ Metopograpsus latifrons ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

188 ウモレベンケイガニ近似種 Clistocoeloma aff. sinense ○ ○ ○

189 フタバカクガニ Parasesarma bidens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

190 キノボリベンケイガニ Parasesarma gecko ○ ○ ○ ○ ○

191 カクベンケイガニ Parasesarma pictum ○ ○ ○

192 ヒラモクズガニ Utica borneensis ○ ○ ○ NT NT
193 ヒライソガニ Gaetice depressus ○ ○ ○

194 ハマガニ Chasmagnathus convexus ○ ○ ○ NT
195 リュウキュウアシハラガニ Helice epicure ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

196 ミナミアシハラガニ Pseudohelice subquadrata ○ ○ ○ NT
197 アリアケモドキ Deiratonotus cristatus ○ ○ ○ VU VU
198 カワスナガニ？ Deiratonotus japonicum ○ ○ ○ NT NT NT
199 ミナミムツハアリアケガニ？ Takedellus ambonensis ○ ○ ○

200 ハサミカクレガニ？ Mortensenella forceps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT NT
201 リュウキュウコメツキガニ Scopimera ryukyuensis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

202 ツノメチゴガニ Tmethypocoelis choreutes ○ ○ NT
203 チゴイワガニ Ilyograpsus nodulosus ○ ○ ○ NT
204 フタハオサガニ Macrophthalmus convexus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

205 ヒメヤマトオサガニ Macrophthalmus banzai ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT
206 メナガオサガニ？ Macrophthalmus serenei ○ ○ ○ NT NT
207 ミナミコメツキガニ Mictyris guinotae ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

208 オキナワハクセンシオマネキ Austruca perplexa ○ ○ ○ ○ ○ ○

209 ヒメシオマネキ Gelasimus vocans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ NT
210 ベニシオマネキ Paraleptuca crassipes ○ ○ ○ ○ ○

211 ヤエヤマシオマネキ Tubuca dussumieri ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

棘皮動物門・クモヒトデ綱 212 チビクモヒトデ科の一種 Ophiactidae gen. sp. ○ ○ ○

　同・ナマコ綱 213 ヒモイカリナマコ Patinapta ooplax ○ ○ ○

214 イカリナマコ科の一種 Synaptidae gen. sp. ○ ○ ○
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図 2．饒 平 名 エリアの風 景 と主 な底 生 動 物 種 の写 真 ． 
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図 3．呉 我 ・湧 川 ・真 喜 屋 エリアの風 景 と主 な底 生 動 物 種 の写 真 ． 
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南三陸町志津川湾で確認されたヒメエゾボラの左旋個体 

 

南三陸町自然環境活用センター 

阿部拓三 

 

 

はじめに 

 ヒメエゾボラ Neptunea arthritica (Valenciennes, 1858) は北海道から常磐および日本海の沿岸に分

布するエゾバイ科巻貝である（奥谷 2017）。本種は通常、殻頂から見て時計回り（右巻き）に成長する

が、南三陸町志津川湾で漁獲されたヒメエゾボラの中に、反時計回り（左巻き）の個体が発見されたの

で、その詳細について報告する。 

 

ヒメエゾボラの標本作成 

 2020 年 11 月 2 日、平磯漁港外でのつぶかご漁で漁獲されたつぶを民宿「下道荘」で調理中、殻か

ら身を出す作業中に左巻き個体に気づいたという。連絡を受けた次の日、実際に当該個体を確認した

ところ、左巻きのヒメエゾボラと同定された（図 1A）。この個体はすでに茹でられており（鍋で十分に沸

騰させた熱湯中で約 600 秒煮沸）、実験室に持ち帰ったあと、Fukuda et al.(2008) に示された「肉抜

き」の手順に従って殻と軟体部を分離し標本を作成した（図 2）。殻および蓋は乾燥標本、軟体部は

5％海水ホルマリン液浸標本とし、軟体部から切り出した肉片は 100％エタノールにて保存した。本個

体の殻長および殻幅はそれぞれ 84.5 mm および 46.7 mm で、頭部後方左側に顕著な陰茎があること

から雄と判別された。本標本は、南三陸町自然環境活用センターの生物標本として登録・保管されて

いる（MNC-MO-01444）。 

 

           

      図 1. ヒメエゾボラの左巻き（逆巻き）個体（A）および一緒に漁獲された右巻き個体（B）.  

          スケール = 10 mm． 
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          図2. 左巻ききヒメエゾボラの軟体部. h: 頭部、 p: 陰茎. スケール = 10 mm. 

 

ヒメエゾボラの左旋個体の出現状況 

 現生の巻貝全体では、約 9 割の属が右巻きであり、左巻きの系統は陸上や淡水に比べて海でははる

かに少ないとされる（浅見 2007）。一方で、海産種のエゾバイ科では、通常右巻きである種の中に時

折左巻きの個体が見出されることが知られている（山崎ら 2006、池田 2017 参照）。ヒメエゾボラにおい

ても、岩手県陸前高田市（千葉 1974）および北海道函館市（松山 2002）で左巻き個体の事例があり、

いずれにおいても、ごく稀に起こる珍しい現象として報告されている。 

 

異旋交尾について 

 本個体は、ヒメエゾボラの雄が性成熟に達するとされる殻長 50 mm（藤永 1985）を優に超え、顕著な

陰茎を有することから（図 2）、成熟し繁殖に参加し得ると考えられる。本種の繁殖行動は、雄が雌の殻

の上にはい上がることからはじまり、雌の殻の前縁右側に近づいて陰茎を殻から出し交尾に至るという

（井上・宮脇 1957）。右巻きの巻貝類では雌雄ともに軟体部右側に生殖器官が位置し、生殖口も右側

に開くが（桒原 1996, 佐々木 2010）、左巻きの本個体では反対側に陰茎を持つため、繁殖に際し逆

巻きであることが不利にはたらくかもしれない。陸貝のカタツムリの仲間では、右巻きと左巻きの交尾

（異旋交尾）の研究事例があり、同じ巻型どうしの交尾（同旋交尾）に比べると交尾の成立が物理的に

むずかしいものの、本種と同様に一方の個体がもう一方の個体の殻の上に乗って交尾（背面交尾）す

る種では逆巻き個体も交尾し得るという（浅見 2007 参照）。しかしながら、本種を含む海産エゾバイ科

での異旋交尾の状況については不明である。 
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 エゾバイ科は、水産上有用種であることから市場や漁業関係者の間で左巻き個体が度々見出されて

いるものの、文献上の報告例は十分ではないという（山崎ら 2006）。また、今回や過去の報告にもある

ように（松山 2002）、茹でた後の調理作業中に逆巻きであることに気づくケースも多いと予想される。

左巻きのエゾバイ科個体を生きた状態で入手することは容易ではないかもしれないが、生体を入手す

る幸運に恵まれた際には、ぜひ繁殖行動の観察を行い、左巻き個体の繁殖成功の実態解明に迫りた

い。 

 

謝謝  辞辞  

  ご多忙の中、本個体を良好な状態で保管し、ご連絡およびご提供くださった民宿「下道荘」の菅原由

輝氏に心よりお礼申し上げます。岡山大学農学部の福田宏准教授には、「肉抜き」のご指導とともに、

種同定を含む多くの有益なご助言をいただきました。蘭越町貝の館の山崎友資氏からは文献資料に

ついて情報提供いただきました。ここに深く感謝いたします。 
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あとがき 

 2020 年 3 月に発行した第４号に続いて、「みちのくベントス第５号」をお届けします。 

 これまでと同様に、協力研究員の方々が内容の濃い論文を作成し、寄稿してくださいました。東北地

方での調査報告が主体ですが、今号には駿河湾や沖縄島での調査結果をまとめていただいた報告も

あります。いずれも、みちのくベントス研究所に関わりの深い方達の調査のたまものですので、「みちの
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保持を考え、持続可能な施策を発展させていくのに必要とされているためです。本報告書についても、

色々とご意見をいただければ幸いです。 （鈴木孝男） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 エゾバイ科は、水産上有用種であることから市場や漁業関係者の間で左巻き個体が度々見出されて

いるものの、文献上の報告例は十分ではないという（山崎ら 2006）。また、今回や過去の報告にもある

ように（松山 2002）、茹でた後の調理作業中に逆巻きであることに気づくケースも多いと予想される。

左巻きのエゾバイ科個体を生きた状態で入手することは容易ではないかもしれないが、生体を入手す

る幸運に恵まれた際には、ぜひ繁殖行動の観察を行い、左巻き個体の繁殖成功の実態解明に迫りた

い。 
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